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提供・両方会員スキルアップ講座・交流会報告

令和４年６月３０日（木）に、提供・両方会員向けのスキルアップ講座

と交流会が行われました。 「鶴見区の子育ての現状と子サポの役割」と

いうテーマで鶴見区こども家庭支援課係長はじめ保健師の方々等合わせ

て4名の職員の方にお話し頂きました。（参加者人数15名 交流会人数11

名） 今回は３つのグループの島に分けた席にご自由に座っていただき、

講義の前にグループ内で自己紹介したり、テーマで簡単に話し合ったり

歓談していただいので、難しいテーマではありましたが会員の方々もリ

ラックスした中でお話を聞くことができたように思います。

講義は鶴見区の出産や子育てをとりまく状況や特徴（出生率や言葉の問題を抱える外国人のご家

庭の事等）をデータでわかりやすく説明していただきました。さらには虐待のお話し等から、子

サポも含め子育て中のご家庭にかかわる地域にお住まいの方々の大切さをお話しして下さいまし

た。 グループワークでは区役所の方々がそれぞれのグループに入って子サポの事に限らず区民と

しての質問等にも気さくに答えていただき、何より区役所の方を身近に感じられた事がとても良

かったのではないかと思いました。

会員交流会では、それぞれの活動の様子や疑問などを会員同士でお話をしていただきました。

その中で・本当に困っている人は子サポを使わないのでは？（利用料金のこともある）・地域で

見守るといっても知らない人と話してはいけないみたいな教育になっていて声をかけづらい・子

サポを通じて知らない人から知っている人を増やすことが大切なのでは？等様々な意見があがっ

ていました。

子サポの提供・両方会員さんは地域の中で直接いろいろなご家庭にかかわってサポートをして下

さいっていて、改めてそのすごさ、大切さを実感させられました。

事務局としても少しでも皆様のお役にたてるよう頑張っていきたいと思います。 今後ともよろし

くお願いいたします。

今回のスキルアップ研修会のチラシです
(提供会員・両方会員向けにご案内）

・子育て全体に関わる地域や役所等の話や問
題が聞けて良かった
・支援を必要としている人の多さ、ただそれ

に応えられていない現状もわかった
・鶴見区は子どもが多いと驚いた
・他の会員さんがどのようなお預かりをして
いるのか聞けて参考になった
・たくさん活動をされている方が多い。
それだけ子サポの必要性・需要が高いと感

じた

ご講義いただいた区役所の方々

グループワークの様子

終了後アンケートでのご意見・ご感想のご紹介

ご講義いただいた鶴見区役所こども家庭支援課の職員の方々、ありがとうございました。
参加者の皆様、お疲れ様でした。
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コーディネーター 蓮見・西川・土井・並木・植森

令和4年度 提供・両方会員予定者研修会報告

令和４年5月19日（木）20日（金）21日（土）の3日間、わっくんひろば2階の研修室に

て 提供・両方会員予定者研修会が行われました。

令和4年2月に開催される予定でしたが、まん延防止等重点措置期間だったため延期となっ

てしまったものがようやく開催され、各日とも15名程の方々にご参加いただきました。

コロナ禍のため、マスクの着用、消毒、昼食を施設外でとっていただく等、受講者の皆様

にご協力いただきました。

研修終了後、鶴見区の会員として１１名（提供会員８名、両方会員３名）の方が登録して

くださいました。

子サポの活動をご理解いただきありがとうございます。

今後、ご無理のない範囲で長く活動を続けて下さいますよう、よろしくお願いいたします。

事務局より

• 事前打合せでお話しをした内容以外は、実際の活動では行う事ができません。再
度、事前打合せが必要な場合もありますので、事前打合せをしていない内容は、
必ず事務局へご相談ください。

• まだまだ、コロナが収まりません。会員同士で感染対策に留意して、安心安全な
活動を心がけましょう。活動前は必ず検温をお願いいたします。

• 活動報告書は、毎月５日が締め切りとなっております。会員同士で調整をし、提
出期限に間に合うように、ご協力の程よろしくお願いいたします。

※お問い合わせ・ご意見などはご遠慮なく事務局までご連絡ください。


